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要旨
　佐久大学看護学部母性看護学領域では、母性看護学実習の対象のイメージ化ならびに対象と
の関わり方のイメージ化を図ることを目的とし、臨地実習開始前に、妊娠・出産・育児経験の
ある女性またはカップルへのインタビューおよびシミュレーション演習を取り入れている。こ
の取り組みの有用性を学生アンケート結果より評価した結果、インタビューは96.6％の学生に
とって、母性看護の対象のイメージ化の手助けとなり、シミュレーション演習は93.2％の学生
にとって、対象との関わり方のイメージ化の手助けとなっていた。また、91.5％の学生にとっ
て、シミュレーション演習での学びが臨地実習で役立っていた。今後の課題として、インタ
ビューに関しては、①インタビューの目的・期待する成果の提示方法の工夫、②インタビュー
ガイド等の提示の検討、③インタビュー対象の確保が困難な学生の学習環境の整備である。シ
ミュレーション演習に関しては、①学生の緊張を解く工夫、②定期的なシミュレーション演習
の機会および多様な事例を経験できる機会の確保、③模擬患者の養成・確保である。
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Ⅰ．緒言

　女性の高学歴化やライフデザインの多様化
による未婚率の上昇および晩婚化・晩産化に
より、日本における出生数は86万5234人（厚
生労働省, 2019）と激減しており、日本人女性
における合計特殊出生率は1.36（厚生労働省, 
2019）と低値である。このような超少子化の
影響により、日常生活において妊産褥婦や新
生児と接する機会がない看護学生は増加して
いる。そのため、これまでの自身の経験を活
用して、妊産褥婦や新生児をイメージするこ
とが困難であることから、母性看護学に対し
苦手意識をもっている看護学生がいることが
報告されている（若井, 道廣, 2010）。
　また、本学が所在する長野県の65歳以上
人口は32.1％（長野県企画振興部, 2020）であ
るため、本学のEBN実習（基礎看護学実習）
で受け持たせていただく対象の多くが高齢患
者であり、認知症を患っている場合もある。
EBN実習後の領域別実習の1つである母性看
護学実習に臨む看護学生の中には、年齢の近
い対象との関わり方に困惑する学生や、認知
機能に問題のない健康な対象との関わり方に
困惑する学生がおり、その学生数は近年、増
加傾向にある。先行研究においても、母性看
護学実習における戸惑いの内容として、コミ
ュニケーションによる情報収集の困難さ（西
川, 中島, 2019）が述べられており、本学のみ
ならず多くの看護学生が直面している課題だ
といえる。
　このような現状を受け、母性看護学実習の
対象のイメージ化ならびに対象との関わり方
のイメージ化を図るため、臨地実習開始前に、
妊娠・出産・育児経験のある女性またはカッ
プルへのインタビューおよびシミュレーショ
ン演習を取り入れた。本稿では、学生アンケ
ート結果から本取り組みの有用性と今後の課
題を報告する。

Ⅱ．実践内容

１．妊娠・出産・育児経験のある女性または

カップルへのインタビュー

１）概要
（1）インタビューの対象
　妊娠・出産・育児経験のある女性またはカ
ップル（自分の両親、兄弟姉妹、友人など）
（2）インタビューにおける聞き取り内容
　妊娠・出産・育児体験について
　（Open Questionでインタビューし、でき
るだけ自由に語ってもらう）
（3）インタビュー実施後のレポート課題
　以下の内容について、A4用紙、横書き、1
枚以上3枚以内にまとめる。
　①インタビューの対象
　②妊娠・出産・育児体験の聞き取り内容
　③聞き取りをしてみての自身の感想
　④ 自分（あるいはパートナー）が妊娠・出
産・育児をすると仮定した場合、あなた
は、どのような妊娠・出産・育児にした
いか。また、自分・パートナー・赤ちゃ
んのために、どのようなことが出来そう
か。

（4）インタビュー課題の提示時期
　3年次前期（4月上旬）の母性看護援助論の
初回講義時
（5）レポート課題の提出時期
　3年次後期の各実習グループの母性看護学
実習初日（実習ローテーションにより9月か
ら2月と異なる）

２．シミュレーション演習

１）概要
（1）シミュレーション演習の実施時期
　各実習グループの母性看護学実習初日（学
内オリエンテーション時）
（2）シミュレーション事例
　臨地実習を想定し、2場面を設定した。
　【場面1】 産褥1日目の褥婦の検温場面：
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一般状態および子宮復古の観察
　【場面2】 産褥2日目の褥婦の授乳場面：

乳房の観察および授乳姿勢の観察
（3）シミュレーションの実施方法
　① 学生3～4名でグループを作成
　② 教員より、各場面の事例・目標および期
待する事項（観察項目や注意事項の一覧）
を提示（図1および図2）

　③ グループごとに、褥婦との関わり方、情
報収集・観察方法を検討（20～30分）

　④ グループの代表学生2名による場面1の
シミュレーション実施（15分）

　⑤デブリーフィング：1回目（30分）
　　 学生同士で良い点・改善点を出し合い、
その後、教員より助言を行う

　⑥ 同一場面のシミュレーションを別の学生
2名が実施（15分）

　⑦デブリーフィング：2回目（20分）
　⑧④～⑦の流れで事例2も実施
　なお、事例1に関しては、周産期全身実習
モデルはな（MW48：京都科学）を褥婦役とし
て使用し、声は教員が実施した。事例2に関
しては、多目的実習用新生児モデルコーケン
ベビー（LM-026：高研）を新生児役として使

図１　【場面1】産褥1日目の褥婦の検温場面の事例・目標・期待する事項
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用し、乳房マッサージモデルⅢ型（LM-045：
高研）を装着した教員が褥婦役を実施した。

Ⅲ．本取り組みの有用性の検証方法

１．データ収集方法

１） 母性看護学実習の最終日に、口頭にて、
クラウド型教育支援サービスmanaba
（株式会社朝日ネット）におけるアンケー
ト調査への協力を依頼した。その際、①
アンケートへの協力は自由意思に基づく
こと、②実習成績は母性看護学実習評価

表（ルーブリック評価表）でのみ評価し、
回答の有無や回答内容は成績評価に一切
影響をしないこと、③個人が特定されな
い形で集計し、本学紀要に公表すること
を説明した。また、manabaのアンケー
トフォーム上にも、上述の①から③を記
述し、説明をした。

２） 母性看護学実習の成績確定後（2020年3
月）、妊娠・出産・育児経験のある女性
またはカップルへのインタビューレポー
トの感想部分より、インタビューによっ
て得られた学びの内容について分析させ

図２　【場面2】産褥2日目の褥婦の授乳場面の事例・目標・期待する事項
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て頂きたい旨をmanaba上で説明をした。
その際、①母性看護学実習の成績は確定
しており、事務（教務課）へ提出済みであ
ること、②レポートが分析対象となるこ
とへの協力は自由意思に基づくこと、③
分析対象となることに同意が得られない
場合には、教員への連絡をお願いしたい
ことを説明した。母性看護学実習を履修
した者のうち、レポート提出をしていた
学生に関しては、全員が既読となり、同
意が得られなかった者はいなかった。

２．manabaにおけるアンケート調査項目

１） 妊娠・出産・育児経験のある女性または
カップルへのインタビューは、母性看護
の対象をイメージすることの手助けにな
りましたか

２） シミュレーション演習は、母性看護の対
象との関わり方をイメージすることの手
助けになりましたか

３） シミュレーション演習での学びは、臨地
実習における母性看護の対象との関わり
において役に立ちましたか

　上述の3項目に関し、「全く手助けになら
なかった／全く役に立たなかった」「手助け
にならなかった／役に立たなかった」「どち
らともいえない」「手助けになった／役に立
った」「非常に手助けになった／非常に役に
立った」の5段階での回答および、その理由

の記述を依頼した。

３．分析方法

　5段階評価の項目に関しては、構成比を算
出した。また、自由記述およびレポート感想
部分に関しては、①手助けになった／手助け
にならなかったと感じた理由、役に立った／
役に立たなかったと感じた理由、②インタビ
ューにより得られた効果に関する記述をコー
ド化し、類似する内容別に分類した。

Ⅳ．結果

　manabaにおけるアンケートには、母性看
護学実習履修者88名のうち、59名より回答
を得た（回答率67.0％）。レポート課題に関し
ては、85名分（96.6％）を分析対象とした。

１．妊娠・出産・育児経験のある女性または

カップルへのインタビュー

　母性看護の対象のイメージ化を図るための
インタビューの有用性について、“非常に手
助けになった”と回答した者は16名（27.1％）、
“手助けになった”と回答した者は41名（69.5
％）、“どちらともいえない”と回答した者は
2名（3.4％）であった。なお、“手助けになら
なかった”または“全く手助けにならなかっ
た”と回答した者はいなかった（図3）。
　インタビューを実施したことにより、“周

図３　イメージ化を図るための各取り組みに対する有用性の評価
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囲の人からのサポートの大切さ”や“妊娠・出
産・育児の大変さ”、“誰しもが不安を抱くこ
と”や“アンビバレントな感情を抱くこと”、
“母親と父親の感情・役割の違い”や“妊娠・
出産に伴う身体の変化”などを知るとともに、
“母になる覚悟”や“人生の中で貴重なライフ
イベントであること”、“子どもが無事に誕生

することが奇跡的なことであること”などを
実感していた（表1）。
　また、インタビューは、母性看護の対象を
理解する機会だけでなく、“自分の出生につ
いて初めて知る機会”となり、“自分が愛され
て大切に育てられていたこと”を知り、“親へ
の感謝の気持ち”や“親孝行・恩返しがしたい

表１　インタビューが母性の対象をイメージすることの手助けになったと感じた理由（複数回答）
理由 n

周囲（夫・両親・兄弟姉妹・医療者）の人からのサポートの大切さを知ることができた 47
妊娠・出産・育児の大変さを知ることができた 22
母になる過程を知り、母になる覚悟を実感することができた 15
誰しもが妊娠・出産・育児に対して不安を抱き得ることを知ることができた 14
母親がアンビバレントな感情を抱くことを知ることができた  9
母親と父親の感情・役割の違いを知ることができた  6
妊娠・出産が人生の中で貴重なライフイベントであることを実感することができた  6
妊娠・出産により生じる身体の変化を知ることができた  5
妊娠・出産・育児の大変さ以上に得られるもの（喜び・幸せ）があることを知ることができた  5
子どもが無事に誕生することが奇跡的なことであることを実感することができた  5
妊娠・出産の受けとめ方は個々により異なることを知ることができた  4
妊娠・出産・育児に関する否定的な感情が記憶に残りやすいことを知ることができた  4
父親・母親は協力し合う関係であることを知ることができた  4
子どもの成長を実感できることが母親の自信につながることを知ることができた  3
妊娠・分娩経過は1回1回異なり経産婦でも初めての経験があることを知ることができた  3
妊娠・出産・育児により生活や環境が変化することを知ることができた  3
母親が自責の念を抱きやすいことを知ることができた  2
父になる過程を実感することができた  2
妊娠・出産に関する出来事は鮮明な記憶として残っていることを知ることができた  2
生活環境の大切さを知ることができた  1
出産は“ゴール”ではなく“始まり”であることを知ることができた  1

表２　インタビューを行ったことによる副効果（複数回答）
効果 n

自分が愛されて大切に育てられたことを知ることができた 38
医療者の役割・態度・姿勢について考える機会となった 38
親への感謝の気持ちを抱くことができた 23
初めて自分の出生について知る機会となった 19
自分の父親・母親に対する新たな気づきを得ることができた 17
看護学生として実習に向けた課題を得ることができた 15
母の偉大さを知り、尊敬することができた 10
自分の将来をイメージする機会となった 10
親孝行・恩返しがしたいという気持ちを抱くことができた  5
自分の命を大切にしたいという気持ちを抱くことができた  2
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という気持ち”、“自分の命を大切にしたいと
いう気持ち”を抱くきっかけとなった。また、
“医療者の役割・態度・姿勢について考える
機会”、そして“看護学生として実習に向けた
課題を得る機会”、“自分の将来をイメージす
る機会”となっていた（表2）。一方で、“自分
の生まれた時のことや親の思いを聞けただけ
で終わった（n＝2）”という回答もあった。

２．シミュレーション演習

　母性看護の対象との関わり方のイメージ化
を図るためのシミュレーション演習の有用性
について、“非常に手助けになった”と回答し
た者は23名（39.0％）、“手助けになった”と回
答した者は32名（54.2％）、“どちらともいえ
ない”と回答した者は4名（6.8％）であった。
なお、“手助けにならなかった”または“全く
手助けにならなかった”と回答した者はいな

かった（図3）。
　シミュレーションを実施したことにより、
“褥婦と関わる際の心構えや知識・技術の確
認”や“褥婦が理解できるような声掛けや配慮
した言葉掛けなど教科書や参考書だけでは分
からない関わり方の留意点”などを学び、“実
際の褥婦との関わり方のイメージ化”ができ
ていた（表3）。一方で、“緊張したため、何
をしたのかあまり覚えていない（n＝1）”とい
う回答もあった。
　また、臨地実習におけるシミュレーション
演習の学びの有用性について、“非常に役に
立った”と回答した者は19名（32.2％）、“役に
立った”と回答した者は35名（59.3％）、“どち
らともいえない”と回答した者は5名（8.5％）
であった。なお、“役に立たなかった”または
“全く役に立たなかった”と回答した者はいな
かった（図4）。

表３　シミュレーションが母性の対象との関わり方をイメージする手助けになったと感じた理由
 （複数回答）

理由 n
メンバーの関わり方の良い点・改善点をみんなで検討することにより、実際にどのように褥婦
と関わっていくのかをイメージすることができた 27

褥婦と関わる際の心構えや知識・技術の確認をすることができた  5
褥婦が理解できるような言葉がけ（医療用語を用いない伝え方）や配慮した言葉がけなど、教科
書や参考書だけでは分からない関わり方の留意点を学ぶことができた  5

年齢の比較的近い健康な対象との関わり方（障害のある成人期や老年期の対象へ関わるのとは
違うということ）が理解できた  2

今までの実習では経験出来なかった学生2名での受け持ちのイメージを事前に持つことができ、
ペアの学生とどのような分担で褥婦に話しかけるかを考える良いきっかけとなった  2

プライバシーへの配慮を理解することができた（シミュレーションをやっていなければ、外陰
部の傷の確認等もベッド上で普通に行っていた）  1

このような状況だったら、どのように褥婦と関わるのかを事前に考えるきっかけとなった  1

図４　臨地実習における有用性の評価
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　シミュレーションを思い出しながら臨地で
実践することにより、“落ち着いた／スムー
ズな対応ができた”と実感している学生が多
く、“コミュニケーションの工夫”や“正確な
観察”、“褥婦への配慮”に役立っていた（表4）。
一方で、“シミュレーションでイメージは出
来たが、実際に実践してみるのは違かった（n
＝2）”、“コミュニケーションについては、返
答がそれぞれ異なるため、あまり役に立たな
かった（n＝1）”という回答もあった。

Ⅴ．本取り組みの有用性および今後の
課題

１．インタビューの有用性および今後の課題

　妊娠・出産・育児経験のある女性またはカ
ップルへのインタビューを実施することは、
96.6％の学生にとって、母性看護の対象のイ
メージ化の手助けとなっていた。また、イン
タビューは、母性看護の対象を理解する機会
だけでなく、自分の出生について初めて知る
機会、親への感謝や命の大切さを実感する機
会、看護学生・医療者としての役割・態度・
姿勢について考える機会等にもなるという副
効果が得られた。本インタビュー課題は、3
年次前期の4月に提示をしていたものの、実
際には、臨地実習開始前の夏休みに実施して
いた学生が多く、前期の母性看護援助論によ
って得た知識を持ち合わせながらのインタビ
ューとなった。そのため、具体的な内容も聞
きやすく、対象のイメージ化につながるとと

もに、これまで知らなかった自身の出生につ
いても知る機会になったと考える。また、9
月からの臨地実習を目前に控えている時期に
課題に取り組んだことにより、看護学生とし
て何ができるのか、医療者に求められている
役割は何かということを、考えやすいタイミ
ングであったことが予測される。
　一方、3.4％の学生にとっては、本インタ
ビュー課題は、母性看護の対象のイメージ化
の手助けにならなかった。自由記述に“自分
の生まれた時のことや親の思いを聞けただけ
で終わった”との理由があったことから、本
インタビュー課題の目的やインタビューによ
って期待する成果の提示の仕方の工夫、イン
タビューに不慣れな学生を手助けするための
インタビューガイドの提示等を検討する必要
がある。
　また、本インタビュー課題は、母性看護学
実習履修者全員に提示し、成績評価の一部に
もなっているが、レポート未提出者もいた。
未提出の理由は不明であるが、現在社会の家
族形態の多様化や少子化に伴う一人っ子世帯
の増加といった背景を考慮すると、インタビ
ュー対象を確保することが困難な学生が実在
する可能性がある。そのような学生への対応
として、成績評価に一切関与しない妊娠・出
産・育児経験者への協力依頼等も検討する必
要がある。

表４　シミュレーション演習での学びが臨地実習で役に立ったと感じた理由（複数回答）
効果 n

実際に褥婦と関わる際、シミュレーション内容を思い出しながら、落ち着いて（適度な緊張感
で）対応できた／対応に困らなかった／スムーズにする対応ことができた 23

話しかけ方やそのタイミング、聞き方を変えるなどコミュニケーションの工夫に役立った  3
観察項目不足が少なくなった／効率よく情報を得ることができた  3
シミュレーションのおかげで、正しい方法で観察することができた  3
少なくとも褥婦に対し失礼や不快感を与えないように配慮することができた  1
聞くことが分からないということがなく、その場で考える力をつけるきっかけになった  1
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２．シミュレーション演習の有用性および今

後の課題

　臨地実習前にシミュレーション演習を実施
することは、93.2％の学生にとって、母性看
護の対象との関わり方のイメージ化の手助け
となっていた。また、91.5％の学生にとって、
シミュレーション演習での学びが臨地実習で
役立っていた。シミュレーション演習により、
対象との関わり方のイメージ化が図られ、臨
地実習において落ち着いた／スムーズな対応
ができたと実感している学生が多いことを考
慮すると、本シミュレーション演習は、学生
が母性看護学実習で直面する“コミュニケー
ションによる情報収集の困難さ（西川, 中島, 
2019）”の軽減に少なからず効果があると考え
る。
　一方、6.8％の学生にとっては、シミュレ
ーション演習は、母性看護の対象との関わり
方のイメージ化の手助けにならなかった。自
由記述に“緊張したため、何をしたのかあま
り覚えていない”との理由があったこと、本
学の現状として、シミュレーション演習の機
会が限られていることを考慮すると、シミュ
レーション演習に慣れていない学生の緊張を
解く工夫や、定期的なシミュレーション演習
の機会の確保が必要である。また、8.5％の
学生にとっては、シミュレーション演習での
学びは臨地実習の役に立たなかった。自由記
述に“シミュレーションでイメージは出来た
が、実際に実践してみるのは違かった”、“コ
ミュニケーションについては、返答がそれぞ
れ異なるため、あまり役に立たなかった”と
の理由があったことから、多様な事例を経験
できる機会の確保が必要であると考える。ま
た、教員が褥婦役を実施するシミュレーショ
ン演習では、会話および対応を通じて、コミ
ュニケーション能力の向上が期待できる一方、
同一教員による褥婦役では、コミュニケーシ
ョンの特徴がパターン化してしまう可能性や、
学生の緊張感が薄れる可能性を否定できない。

他領域の教員による模擬妊婦のサプライズ登
場により、学生の集中力を高めることができ
た（斎藤, 2020）との報告があることから、本
学におけるシミュレーション演習に際しても、
褥婦役を他領域教員や地域ボランティアに依
頼する等の工夫も検討する必要があると考え
る。しかしながら、模擬患者の確保の困難さ
（二村, 2013）も指摘されている。本学におい
ても、本シミュレーション演習の目的を理解
し、各事例の意図に合った模擬患者の養成・
確保については課題である。
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